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二
〇
一
二
年
一
一
月
の
中
国
共
産
党
第
一
八
回
全
国
代
表
大
会
は、
党
最
高
指
導
者
グ
ル
ー
プ
が
一
〇
年
ぶ
り
に
大
幅
交
代
す
る
重
要
な
節
目
で
あ
っ
た。
本
書
は、
こ
う
し
た
節
目
ご
と
に送り出してきた現状分析論文集の最新
版
で
あ
る。
前
回
の
書（
『
中
国
　
調
和
社会への模索』二〇〇八年）は、前の胡錦濤政権が二期目に入るタイミングにあたり、政権自身が自らの課題を率直に指摘する雰囲気が ったが、今回は
政
権
交
代
期
で
あ
る。
加
え
て
中
国
は、
世界第二位の経済力を備え軍事力を背景に強硬外交を展開して国際社会に大きなインパクトを与える存在となっている。
それだけに本書のような小著で、
中国に関するバランスの取れた見解を示すことには困難が予想された。　
また、日本政府による尖閣諸島国有
化（同年九月）をきっかけに日中関係は急激に悪化し、国交回復以来、最悪の状態に陥っていた。国内での中国新政権をめぐる様々な議論は、多かれ少なかれ中国に対する印象が悪化した影響を受けており、
同じことを書いても、
それがどう受け止められ かについて
常
に
思
い
を
め
ぐ
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た。　
こ
う
し
た
状
況
下
で
機
動
研
究
会
を
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
れ
わ
れ
は、
ま
ず
は
冒
頭
に
記
し
た
党
大
会
の
結
果
を
踏
ま
え
て
ア
ジア経済研究所ウェブページに「速報版」
の報告を掲載することを目指した。
国内で高まる中国への関心に出来るだけ速やかに応えようとしたためである（http://w
w
w
.ide.go.jp/Japanese/Pub-
lish
/D
ow
n
load
/Kid
ou/2013_ch
in
a.
htm
l 参照）
。
　
その後、二〇一三年三月には中国で
第一二回全国人民代表大会第一回会議が開催され、国家主席をはじめ閣僚人事が決定され、新政権の陣容が明らかとなった。本書では、その人事分析に加え、同会議を含むいくつか 重要会議
で
打
ち
出
さ
れ
た
諸
政
策
の
検
討
を
行
い、政権の今後について展望を試みている。いわば「本報告」といえよう。　
全体の構成は二部からなる。前半で
は
マ
ク
ロ
的
展
望
作
業
を
行
っ
た。
ま
ず、
序章では、前政権が残した課題を総括し、政治、経済、外交などの分野で注目すべきポイントを絞り込んだ。新政
権にとって、国民の求心力を高めるためには前政権の
「調和」
に替わるスロー
ガンが重要である。本書 副題にはそうした問題意識を込めた。次に第一章では、新政権の人事配置からそ 政治的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
今
後
を
予
測
し
た。
人事から、個別分野 政策動向だけでなく政権内部の権力バランスの行方を見通していく、筆者の闊達な分析を楽しんでいただきたい。第二章では、経済運営の課題を短期と中長期の視点から分析 、日中経済関係の展望も試みている。人口老齢化など中進国段階に足を踏み入れつつある現在、経済運営は難度を増している。第三章では 外交政策を取りまく環境 構造的変化を検証している。外交の基本方針を確認したうえで、実際の政策決定を左右する要因とそれを担うアクターに いて整理するというアプローチである。ここでも日中関係の難しさが浮き彫りされる。　
続く後半部分では、新政権にとって
重要な個別の課題について掘り下げた分析を行った。第四章では、大幅に変わった中国軍（人民解放軍）の指導体制
を
検
討
し、
軍
に
お
け
る
シ
ビ
リ
ア
ン・
コントロールの問題について議論を展開している。筆者の知る限りここま踏み込んだ論文は他になく、一読の価値がある。尖閣問題で関心を集め 海軍の動向も詳しく紹介している。　
第五章では停滞する国有企業改革の
現状とそ 原因を分析している。中国は「社会主義市場経済」と うアクロバ
チ
ッ
ク
な
経
済
運
営
を
行
っ
て
き
た
が、
高度経済成長が続くなかで本質的な改
革が回避され、新しい利益集団が発生し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る。
本
章
か
ら
は、
現在の中国を作り上げた「改革
・
開放」
政策がその一定の成功ゆえに身動きの取れないジレンマに陥っていることが感得されよう。　
第六章では、社会保障制度改革の到
達点と課題を整理している。
前政権は、
中国ではじめて「国民皆保険」 掲げてその実現に努力してきた 一三億人を超える巨大国家にとっては無謀とも思える挑戦だが、初歩的な成果は挙げたといえそうだ。ただ、制度的普及を急
ぐ
あ
ま
り
に
矛
盾
も
内
包
さ
れ
て
お
り、
その克服は新政権に残されている。　
もとより、本書で試みた分析だけで
中
国
の
今
後
を
占
う
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る。中国は巨大で複雑であり、何よりも現在、急激な変化の只中にある。変化のなかでどれが重要なものかを見通すことは容易ではない。しかし、各筆者の努力により、習近平政権の今後展望するにあたって逸することのできないポイントを提示出来たのではないかと考える。本書 「まえがき」に書いたのと同じフレーズと るが、大方の読者のご叱
しっ
正せい
を待ちたいと思う。
（
お
お
に
し
　
や
す
お
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
新領域研究センター）
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